
 

 

〇合唱コンクールがおわりました 

 夏休み明けから練習を重ねてきた合唱ですが、本番ですべてを出し切ることはできたでしょうか。

「先生、うちのクラスめっちゃ良かったですよね！」と嬉しそうに話す人もいれば、「やっぱり体育

館は広かった……」と声が思うように響かなかったことを悔いている人もいました。 

多くの人の前で発表する機会というのは、そう多くありません。緊張した人もたくさんいたと思い

ます。それでも、どのクラスも本当に真剣で、とても格好良かったです。 

４０人近くの人間が同じ方向を向いて一つのものを創り上げる、というのはとても難しいことです。

それに挑戦し、努力したことを誇りに思ってください。そして、今後に生かせるよう、この経験を大

切にしてください。みなさん、本当にお疲れさまでした。 

 

【入賞クラス】 
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〇合唱コンクールを終えての感想 一部抜粋 

練習をふりかえって 

   人の流れに乗っているだけじゃなくて、自信をもって自分から発信していく力をつけることがで

きたと思う。初めの頃と比べて、クラスの合唱への想いがまとまっていけたと思う。(１組) 

   歌を歌うことは好きじゃなかったけど、この合唱コンクールで好きになれました。(７組) 

   はじめのころの練習は、なんとなく、とりあえず歌うと思っていたけれど、みんなと練習していく

につれ、もっとうまくなりたいと思うようになりました。(７組) 

   １回目の練習から声を出そうとしていたけど、音程やリズムがまだわかっていなかったので、あ

まり大きな声を出せなかった。２回目から、音程やリズムを覚えたので、大きな声を出せました。

練習を重ねるごとに、最終自分がなりたいなと思うものに近づけていったので嬉しかった。(５組) 

   家で高い声を出す練習や、歌う練習をしたり、友だちにアドバイスしてもらったりして、初めのと

きと比べると、大きく高い声で歌えるようになった。練習のときにアドバイスを少しきつめに言っ

てしまったりしたけど、最後にはお互いアドバイスをしあって仲が深まった感じがした。 (６組) 

   練習回数を重ねるにつれ、アドバイスや私的などをお互いにするようになり、それにつれて少し

ずつ歌声にまとまりが生まれるようになった。褒め合いも必要だけど、時には仲間の注意や指摘、ア

ドバイスが必要不可欠になると分かった。(６組) 
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   私は、みんなで一緒に何かをするのが嫌いだったけど、だんだん楽しくなって練習も楽しくなり

ました。とても成長できたと思います。(４組) 

   練習を重ねたり、歌詞の意味を考えることでだんだんとまとまり音があってきた。(１組) 

   伴奏をすることになったとき、「どうやったら歌いやすくなるか」「どうやったらみんなが安心し

て歌えるか」などを考えて、色々工夫して練習して弾いて、それを本番でもすることができたのが

良かったと思います。(４組) 

   指揮者を見て、テンポを合わせるようにしました。ほかにも声を出す、姿勢を正す、呼吸を意識す

るなどを頑張りました。(２組) 

   家で練習、クラスで練習することで、文化総合発表会で私の一番を出せたと思います。(２組) 

   私はあまり上手に歌えなかったけど、周りの人が素晴らしかったと思います。(２組) 

   最初の合唱の曲を決めるときからドキドキしていて、どの曲も難しそうだと感じた。けれど、練習

を重ねていくにつれてみんなの歌と気持ちがまとまっていった。(８組) 

   クラス全体で呼びかけ合ったり、アドバイスし合ったりと、協力し合うことや、パートリーダーや

伴奏者、指揮者のみんながクラスをまとめてくれたりすることで、本当にクラスが一つになったん

だなと実感することができました。(８組) 

本番で感じたこと 

   みんなで“One Team”を達成できた。自分は、指揮で盛り上げられるように頑張りました。(７組) 

   本番では、声が思うよりも出せたし、緊張より楽しむのが強くて、歌でこんなに楽しめたのが久し

ぶりでやってよかったと思いました。(７組) 

   本番は、リハーサルよりも声が出て、楽しくみんなと歌うことができてよかったです。(５組) 

   本番では本気を出して、１位をとるために全員で団結して歌うことができました。「協力して全員

で目標に向かって進むこと」をこれからの行事に生かしていこうと思いました。(６組) 

   今まで以上に声を合わせて歌うことができたので、とてもよかったと思いました。(３組) 

   本番でたくさん意識して歌うことができたけど、退場のときの４歩前に歩いて全員で退場すると

いうのをみんな忘れていて、一列ずつ退場してしまった。金賞をとりたかったけど、銀賞でした。

でも、とっても楽しかったです。(３組) 

   本番が、これまで練習してきた時と比べ物にならないぐらい良かったと思う。頑張って練習して

きて本当によかった！！他のクラスも、一生懸命心を込めて歌っていた。リハーサルよりもめっち

ゃよかったと思う。(３組) 

   当日は、４限目に音楽があってみんなよく声が出ていてよかったし、アカペラも上手にいってよ

かったです。みんな頑張って金賞をとろうとしていたのがよかったです。(４組) 

   一人で合唱はできないけれど、みんなの金賞をとりたい、優勝したいという気持ちが審査員の人

たちに届いたんだろうなと思った。(８組) 

   体育館は、教室よりも広くて響かないので自分の声しか聞こえなくて不安になったけど、声を小

さくすることなく歌えた。最後まで全力でやることができた。(１組) 

全体を通して 

   みんなで一つのものを目指す気持ちを忘れずに、様々な活動に取り組んでいきたい。入賞こそで

きなかったものの、みんなで歌を作り上げるのはとても楽しかったし、大人数の中で力になれるよ

う頑張れる力は大人になっても強みになると思うので大切にしていきたい。(１組) 

   クラスみんなで歌うことがとても楽しかった。また歌える機会があればいいと思う。(１組) 

   賞はとれなかったけど、みんな自分の一番の声で歌っていて、自分でいうのもなんだけど、すごく

嬉しかった。でも僕には金賞がとれなかった悔しさがまだ残っています。５組全員でできる行事は

本当に数少ないので、これからにつなげていこうと思います。(５組) 

   委員会で放課後にたくさん集まって、部活にいけないことがいっぱいあったけど、合唱コンクー

ルが良い感じで始まり、いい感じで終わったから委員会をやってよかったなぁと思う。(５組) 

   合唱コンクールもこれが最後で、まったく後悔が残らないわけでもないけれど、今回の文化総合

発表会は満足できた。石田先生や宮川先生もたくさんサポートしてくれたのでそのおかげかなぁと

思う。(５組) 

   みんなが個性を出せていたし、協力をおこたらず、６組の一人ひとりが主役となってできていた。

自分、そしてクラスも成長できたと思う。(６組) 

   合唱コンクールの準備をしたとき、とても暑くて大変なことだと感じました。これをいつもして

くれていた代議員や文化委員の人に感謝しなくちゃいけないなぁと改めて思いました。(３組) 

   文化委員がとても頑張ってくれていたことが伝わってきた。(３組) 

   最初は、足をひらくタイミングがバラバラだったし、移動の仕方も分からなかった。でも、文化委

員の人たちと協力して行動できるようになってきて、分からないところを文化委員に伝えられるよ

うになった。(６組) 

   こんだけ上手になったのは、みんなの気持ちが一つになり、みんな頑張ろうとしていたからだと

思う。どんどん上手になっていくのが分かって嬉しかった。金賞はとれなかったけど、あまり話し

たことのない人と関われたからよかった。(４組) 

   結果は銅賞でしたが、全力で一番頑張ったので、私の中では２組が金賞だと思いました。(２組) 

   私は文化委員として積極的に取り組むことができました。２学期から放課後残らないといけない

時が増えて、正直嫌だったけど、一生懸命取り組んでいるうちに段々と楽しくなってきて、いつの

間にか本番が待ち遠しく感じるようになってきました。部活に参加できない悔しさもありましたが、

人よりも先に合唱コンに関われているという嬉しさが大きかったです。(２組) 

   今まで自分たちが頑張ってきたことを「金賞」という賞をとって結果に残せたことが嬉しくて、誇

らしく思う。本番も全員で１―８らしく、明るく楽しく歌えて本当に良かった！(８組) 

   入賞できなくて悔しいですが、今回の練習等で学んだ団結力などをいかして、次の体育大会で勝

てるようにしていきたいです。(７組) 


